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１．はじめに 

 圏央道（首都圏中央連絡自動車道）の一

は、全線の約 7 割が地下構造（トンネ

域を通過するため、トンネル工事にあ

必要である。特にシールド工法は周辺地

待されていることから、横浜環状南線

験者及び専門技術者で構成する「横浜環

てきた。 

 ここでは検討会等を踏まえたシール

れまでの検討内容及び最新のトンネルの

 

２．路線概要 

横浜環状南線は東京の都心から半径約

自動車道（圏央道）」の一部であり、首

当路線は、横浜横須賀道路の釜利谷 J

道路であり、全体の約 7割が地下式・掘

 

 

【路線諸元】 

区  間   自）神奈川県横浜市金

      至）神奈川県横浜市戸

構造規格  第１種第３級(平地部

設計速度  80 ㎞／ｈ 

車 線 数  釜利谷ＪＣＴ～栄ＩＣ

      栄ＩＣ・ＪＣＴ（仮称

 

 

一部を構成する横浜環状南線（釜利谷 JCT～戸塚

ネルまたは掘割）で計画されており、計画路線は

たっては周辺地域への影響について、万全な対策

地域への影響を最小化できる、安全で信頼性の

のトンネル区間へのシールド工法の適用可能性

環状南線都市型トンネル施工技術検討会」を設

ド工法によるトンネル施工について、今後の工

の概要図を公表するものである。 

約 40Km～60Km に位置する総延長約 300Km に及ぶ

首都圏全体の渋滞を緩和し、活性化を促すものと

JCT から一般国道 1号の戸塚 ICに至る延長約 8.

掘割式の構造で計画されている。 

金沢区釜利谷町 

戸塚区汲沢町 

) 

Ｃ・ＪＣＴ（仮称）６車線 

称）～戸塚ＩＣ（仮称）２車線 

IC間、延長 8.9km）

は住宅が密集する地

策を講じることが

高い工法として期

について、学識経

置して検討を進め

事実施にあたりこ

ぶ「首都圏中央連絡

と期待されている。  

9Km の自動車専用
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【接続施設の概要】 

接続施設名 接続位置 接続道路名称 

釜利谷ＪＣＴ 横浜市金沢区釜利谷町 一般国道 16 号 

（横浜横須賀道路） 

公田ＩＣ（仮称） 横浜市栄区公田町 都市計画道路上郷公田線 

栄ＩＣ・ＪＣＴ（仮称） 横浜市栄区田谷町 都市計画道路横浜藤沢線 

横浜湘南道路 

戸塚ＩＣ（仮称） 横浜市戸塚区汲沢町 一般国道１号 
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３．委員会検討経緯 

 当委員会では平成 19 年 12 月より計４回開催しており、シールドトンネルの適用性について検討を行

ってきた。ここでは検討会での議題及び議事概要について下記に示す。 

 

第１回検討委員会：平成 19 年 12 月 21 日 

１．議題 

・検討項目と今後の進め方 

・トンネル標準断面の検討 

・検討区間の特徴の整理および検討すべき課題 

・シールド工法の検討手法 

 

２．議事概要 

・内空断面の設定にあたっては、道路構造及び東日本高速道路（株）の設計要領によるものとし、必要

に応じて首都高速道路（株）の基準を準用する。 

・シールド工法の検討として、セグメントの構造検討、地盤変位の影響検討、近接施工の影響検討を行

っていく。 

 

 

第 2 回検討委員会：平成 20 年 5 月 27 日 

１．議題 

・各トンネル区間におけるシールド工法適用性の検討 

・非常駐車帯および避難設備等の検討 

・シールド工法の比較検討（泥水式・泥土圧式） 

 

２．議事概要 

・検討の結果、桂台トンネル、公田トンネル、笠間トンネルにシールド工法の適用性があると判断され

た。今後更に詳細について検討を進める必要がある。 

・避難方式としては、「横坑方式」、「床下へのすべり台方式」、「地下避難方式」等の方法が考えられる。

今後、現地条件、近接施工等を勘案の上、新たな技術の採用も含めて選定を行うことが望ましい。 

・近年のシールド工法は密閉型であり、地山への土水圧に対抗する方式の違いにより、泥土圧式と泥水

圧式に分類されれる。近年では泥土圧式、泥水式ともに大断面での施工実績があり、いずれの工法で

も施工可能である。今後、作業ヤード等の諸条件を勘案の上、選定することが望ましい。 

 

 

第 3 回検討委員会：平成 20 年 10 月 7 日 

１．議題 

・検討条件整理 

・解析手法 

・解析結果 
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・施工計画検討 

・地下水への影響検討 

・シールド工法の評価 

 

２．議事概要 

・解析に用いる土質定数、地盤改良範囲の決定。 

・解析断面の決定。地層構成、地盤条件を考慮し周辺地盤への影響およびセグメントの構造上最も厳し

い断面を選定。 

・解析の結果、周辺地盤への影響は変位量、傾斜角ともに許容値を満足。また、近接併設の影響等を考

慮しても覆工構造が成立する。ただし、非常駐車帯等の拡幅部については、施工方法等の詳細な検討

を行い、別途解析により必要な対策を講じる必要がある。 

・施工にあたって、周辺環境に配慮した掘削土砂の運搬方法および運搬ルートの検討が必要。今後事例

を調査の上、周辺環境および工期短縮等を考慮した土砂運搬計画が必要。また、発進立坑については

事業用地内の土地を発進基地として利用できることが確認された。 

・検討の結果、当該地区ではシールド工法を採用することによる地下水への影響はほとんど無いと考え

られる。 

・シールド工法を採用することによるメリットは大きいと考えられる。 

 

 

第 4 回検討委員会：平成 20 年 12 月 25 日 

１．議題 

・シールド工法の適用に向けた設計・施工上の検討課題 

 

２．議事概要 

横浜環状南線の計画されている周辺地域は閑静な住宅街であることを考慮しなければならないことか

ら、周辺環境に対して適切な配慮が必要である。今後実施する設計および施工に際し、下記の事項につ

いて引き続き検討を行う必要がある。 

①住環境ならびに周辺環境への影響抑制 

②特殊構造部とその施工に伴う周辺への影響抑制 

③工事中のモニタリングの実施 

④既設重要構造物に対する影響検討 

⑤耐震性の検討 

⑥セグメントの細部構造検討 

 

 

４．検討会を踏まえた最新のトンネル概要図 

委員会の検討を踏まえ平成 24 年 12 月に環境保全の一環として、桂台トンネル及び公田・笠間トン

ネルをシールドトンネルに変更した。 

検討会を踏まえた最新のトンネル概要図を次項に示す。 
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■桂台トンネル 
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桂台トンネル L=1,412ｍ 

断面図 凡例 
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■公田・笠間トンネル 
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